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委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
昭
和
六
十
一
年
度
補
正
予
算
三
案

の
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
回
の
補
正
は
、
九
月
十
九
日
、
政
府
が
決
定
し
た
総
合
経
済
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
公
共
事
業
費
の
追
加
を
行
う
ほ
か
、
給
与
改

善
費
等
当
初
予
算
作
成
後
に
生
じ
た
事
由
に
基
づ
き
、
特
に
緊
要
と

な
つ
た
事
項
に
つ
い
て
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
歳
出
の

追
加
総
額
は
一
兆
四
千
三
十
五
億
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。



　
他
方
、
既
定
経
費
の
節
減
、
普
通
国
債
償
還
財
源
の
予
算
繰
り
入

れ
停
止
等
に
よ
つ
て
、
一
兆
六
千
六
百
七
十
三
億
円
の
歳
出
削
減
を

行
つ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
近
ま
で
の
収
入
実
績
に
か
ん
が
み
、

租
税
及
び
印
紙
収
入
、
日
銀
納
付
金
等
の
減
額
措
置
を
講
じ
、
不
足

す
る
財
源
を
補
う
た
め
六
十
年
度
剰
余
金
の
受
け
入
れ
、
建
設
公
債

の
追
加
発
行
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
補
正
の
結
果
、
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

歳
入
歳
出
と
も
当
初
予
算
に
対
し
二
千
六
百
三
十
八
億
円
減
少
し
、

五
十
三
兆
八
千
二
百
四
十
八
億
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
予
算
の
補
正
に
関
連
し
て
、
国
立
学
校
特
別
会

計
等
十
六
の
特
別
会
計
と
、
国
民
金
融
公
庫
等
二
公
庫
の
政
府
関
係

機
関
予
算
に
つ
い
て
所
要
の
補
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
補
正
予
算
三
案
は
、
十
月
三
十
一
日
、
国
会
に
提
出
さ
れ
、
同
日
、

宮
澤
大
蔵
大
臣
よ
り
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
衆
議
院
か
ら
の
送
付
を

待
つ
て
、
十
一
月
七
日
、
十
日
、
十
一
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
中

曽
根
内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
関
係
各
大
臣
に
対
し
、
国
政
全
般
に
わ

た
り
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
質
疑
の
主
な
も
の
若
干
に
つ
き
、
そ
の
要
旨
を
御
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
・
景
気
動
向
に
関
し
、
「
円
高
不
況
に
伴
う
経
済
の

落
ち
込
み
で
、
六
十
一
年
度
政
府
経
済
見
通
し
の
実
質
四
％
成
長
の

達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
か
。
ま
た
政
府
が
推
進
し
よ
う
と
し
て
い

る
総
合
経
済
対
策
は
、
六
十
一
年
度
の
経
済
成
長
を
ど
の
程
度
押
し

上
げ
る
見
通
し
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
中
曽
根
内
閣

総
理
大
臣
及
び
近
藤
経
済
企
画
庁
長
官
よ
り
、
「
円
高
で
外
需
が
減

り
輸
出
関
連
産
業
が
苦
し
く
、
経
済
は
や
や
停
滞
し
調
整
局
面
を
迎

え
た
が
、
家
計
消
費
、
住
宅
建
設
、
非
製
造
業
の
設
備
投
資
等
の
内

需
は
予
想
以
上
に
伸
び
て
い
る
。
三
兆
六
千
億
円
に
上
る
総
合
経
済

対
策
、
四
回
に
わ
た
る
公
定
歩
合
引
き
下
げ
等
で
内
需
に
さ
ら
に
一

段
と
弾
み
を
つ
け
、
外
需
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
る
と
同
時
に
、

さ
ら
に
米
国
と
の
間
で
為
替
安
定
の
合
意
確
認
を
行
う
な
ど
、
実
質

成
長
率
四
％
の
目
標
に
近
づ
け
る
た
め
に
鋭
意
努
力
中
で
あ
る
。
総

合
経
済
対
策
は
、
政
府
の
公
共
事
業
追
加
一
兆
四
千
億
円
、
地
方
自

治
体
の
単
独
事
業
追
加
八
千
億
円
を
柱
に
、
住
宅
建
設
の
促
進
や
電

力
会
社
の
設
備
投
資
前
倒
し
等
、
中
身
の
充
実
し
た
施
策
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
る
。
対
策
の
う
ち
定
量
化
で
き
る
も
の
の
一
年
間
の
経

済
効
果
は
四
兆
九
千
億
円
、
名
目
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
約
一
・
五
％
に
相
当
し
、

仮
に
来
年
三
月
ま
で
の
六
十
一
年
度
中
の
効
果
を
単
純
計
算
す
る
と
、

〇
・
七
％
程
度
名
目
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
円
高



差
益
還
元
な
ど
経
済
対
策
中
、
定
量
化
し
に
く
い
も
の
を
含
め
る
と

相
当
な
景
気
浮
揚
効
果
が
期
待
で
き
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
四
次
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
に
関
連
し
、
「
日
銀
は
国

の
内
外
か
ら
要
請
の
強
か
つ
た
金
利
引
き
下
げ
を
十
月
末
ま
で
引
き

延
ば
し
た
こ
と
で
経
済
や
雇
用
の
悪
化
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
」

と
の
質
疑
に
対
し
、
澄
田
日
本
銀
行
総
裁
よ
り
、
「
国
内
景
気
に
底

が
た
い
面
が
あ
る
と
の
判
断
に
変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、
輸
出
関
連

産
業
や
構
造
不
況
業
種
を
中
心
に
停
滞
感
が
強
ま
つ
て
い
る
こ
と
も

承
知
し
て
い
る
。
金
融
政
策
に
予
断
は
禁
物
で
、
時
宜
に
か
な
い
、

か
つ
機
動
的
に
対
応
す
る
と
の
観
点
に
立
ち
、
国
際
協
調
の
立
場
を

も
踏
ま
え
、
政
府
の
総
合
経
済
対
策
の
実
行
の
機
会
を
と
ら
え
公
定

歩
合
の
引
き
下
げ
に
踏
み
切
つ
た
。
四
回
の
公
定
歩
合
引
き
下
げ
と

政
府
施
策
の
相
乗
効
果
で
内
需
の
着
実
な
拡
大
が
期
待
で
き
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
財
政
問
題
に
関
し
、
「
経
済
の
落
ち
込
み
に
対
し
、
十
八
カ
月
予

算
構
想
の
財
政
出
動
に
よ
る
景
気
回
復
を
図
る
と
す
れ
ば
、
補
正
予

算
の
規
模
を
拡
大
し
、
一
段
と
強
い
対
策
を
講
ず
べ
き
で
は
な
か
つ

た
か
。
ま
た
補
正
予
算
の
編
成
時
期
が
お
く
れ
、
年
度
内
消
化
が
危

ぶ
ま
れ
、
景
気
浮
揚
の
政
策
効
果
を
減
殺
す
る
危
険
が
大
き
い
の
で

は
な
い
か
。
五
十
八
年
度
以
降
の
特
例
公
債
削
減
の
実
績
並
び
に
本

補
正
で
一
兆
円
を
超
え
る
税
収
減
額
が
行
わ
れ
た
こ
と
等
か
ら
見
て
、

六
十
五
年
度
財
政
再
建
の
達
成
は
歳
入
歳
出
両
面
か
ら
不
可
能
に
な

つ
た
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
中
曽
根

内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
宮
澤
大
蔵
大
臣
等
よ
り
、
「
景
気
の
落
ち
込

み
に
対
応
す
る
予
算
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
の
指
摘
は
理
解
で
き

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
公
債
発
行
抑
制
の
臨
調
方
針
を

堅
持
し
、
円
高
デ
フ
レ
に
よ
る
税
収
減
の
苦
し
い
状
況
下
で
、
特
例

公
債
の
増
発
を
避
け
つ
つ
、
八
年
ぶ
り
に
補
正
予
算
で
一
般
公
共
事

業
追
加
の
た
め
の
建
設
国
債
を
増
発
す
る
な
ど
景
気
拡
大
に
最
大
限

の
配
慮
を
し
て
お
り
、
財
政
再
建
と
財
政
出
動
に
よ
る
景
気
浮
揚
と

い
う
二
律
背
反
の
困
難
な
状
況
の
も
と
で
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
予
　
　

算
で
あ
る
。
補
正
予
算
の
執
行
と
景
気
浮
揚
に
は
、
政
府
も
細
心
の
　
　
　

注
意
を
払
つ
て
、
公
共
事
業
等
で
地
方
負
担
を
伴
う
も
の
は
、
恒
例
　
　

の
十
二
月
開
会
の
地
方
議
会
の
繰
り
上
げ
開
会
の
要
請
を
初
め
、
積

雪
寒
冷
地
等
で
は
冬
期
で
も
や
り
や
す
い
事
業
の
選
定
、
さ
ら
に
早

期
の
箇
所
づ
け
、
設
計
等
に
鋭
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
ま
た
円

高
被
害
や
構
造
不
況
業
種
等
に
よ
つ
て
経
済
が
停
滞
し
て
い
る
地
域

に
は
十
分
配
慮
し
、
公
共
事
業
予
算
の
傾
斜
配
分
を
行
う
こ
と
に
し
、

年
度
内
消
化
と
景
気
浮
揚
の
実
効
が
上
が
る
よ
う
各
省
を
督
励
中
で

あ
る
。
六
十
五
年
度
に
特
例
公
債
脱
却
の
財
政
再
建
目
標
を
達
成
す
　
　



る
の
は
至
難
で
あ
る
が
、
臨
調
路
線
を
守
り
財
政
再
建
の
旗
は
お
ろ

す
べ
き
で
は
な
い
。
特
例
公
債
脱
却
の
目
標
が
あ
れ
ば
こ
そ
苦
し

い
歳
出
削
減
で
各
省
の
協
力
も
得
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
に
か
わ
る
新

し
い
目
標
の
設
定
は
、
新
た
な
環
境
を
考
え
て
判
断
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
し
、
果
た
し
て
そ
の
際
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
か
大
変

難
し
い
。
な
お
、
今
年
度
の
税
収
の
落
ち
込
み
と
財
政
再
建
の
関
連

で
は
、
税
収
以
外
に
電
電
株
の
高
値
売
却
が
続
け
ば
、
一
般
会
計
か

ら
国
債
整
理
基
金
へ
の
繰
り
入
れ
も
不
要
と
な
り
、
そ
の
分
財
政
に

余
裕
が
で
き
る
し
、
ま
た
円
高
デ
フ
レ
と
い
う
外
的
事
情
等
に
よ
つ

て
日
本
経
済
の
潜
在
成
長
力
発
揮
が
阻
害
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
の
ま
ま
低
成
長
が
続
く
と
悲
観
的
に
だ
け
見
る
こ
と
も
な
い
の
で
、

財
政
再
建
に
向
け
必
死
の
努
力
を
す
る
決
意
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
質
疑
は
、
こ
の
ほ
か
税
制
改
革
、
円
高
不
況
と
中
小
企
業

対
策
、
老
人
保
建
法
改
正
問
題
、
産
業
空
洞
化
と
雇
用
問
題
、
Ｓ
Ｄ

Ｉ
構
想
等
広
範
多
岐
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は

会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
日
を
も
つ
て
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
代
表
し
て
野
田
委
員
が
反
対
、
自
由
民

主
党
を
代
表
し
て
吉
川
委
員
が
賛
成
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表

し
て
峯
山
委
員
が
反
対
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
内
藤
委
員
が
反

対
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
井
上
委
員
が
反
対
の
旨
、
そ

れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
昭
和
六
十
一
年
度
補
正
予
算
三

案
は
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




